












た：（i） 任意のどれでも ⇒ （ii） 周辺も含んで ⇒ （iii） all, every というプロセス。肯定で使われ































































第三に，Sahlinの Any I, Any II, Any IIIの区別，とくに実際の文での区別が難しい。Any I
は，Any IIと区別する重要な特徴として“lightly quantitative”がある。Any IIの中の意味分類
に“Non-contrastive use”というのがあり，日本語では「何か～」に近い。両者とも意味が弱
く，こうした説明では区別がつきにくい。Any IIの例文としては，“Yet the fact remains that 
such institutions do set men at odds with their fellows. Is there any way out of the predicament?” 












する場合の問題（cf. Sahlin 1979: 124），英和辞典が「種類」と呼ぶものは，質（quality）とは
違うのか，任意性とはどう違うのかという問題，stress（強勢）の問題などである。「anyが関
係詞節の先行詞を修飾する場合」については，LDCEの“as much as possible”（例：They’re 
going to need any help they can get.）にあたると思われるが，例文 （46） Borrow any book that 





2. 2“Reconsideration of Some and Any” （Tanaka, 2008）






て問題なさそうだが，そうとも言えない。Were there any students in the classroom?を例にと
ると，その答えとして複数学生がいる必要はなく，ひとりでもいい。一人もいない場合のみ，











る： no matter which/what, how much or how little, how many or what, regardless of quantity or 




察した。最後に「弱い意味，強い意味の any」，「弱い意味の anyと冠詞 a，ゼロ冠詞の関係」，






（1） どちらかというと every, allに近いもの，結果として every, allと言えるもの
Any child can do it. （Webster’s）
（2） どれでもいいがどれか 1つ（Nが数詞を伴っていればどれにしろその数だけのもの，単
に複数ならどれにしろその複数のもの）
You can take any box on the table. （E-Gate）
Take any two cards from the pack. （Super Anchor）
Any comments will be welcome. （Lexis） 
（3） どんな悪いものでも，どんな良いものでも
Any bed is better than none. （Genius）
「Any N＋関係詞」のパターンのもの：
（1） （ふつうに）どんな～でも







にでもいいから「ひとり」というわけではない，つまり次の （3） （i） ではない。またデー
トした男性すべてにというわけではない，つまり （2） ではない。
（2） every, allになる場合
Read any books you ﬁnd on the subject. （RHD）
Any child who attempts to escape is beaten. （LDCE 3rd）
（3） （i） 可算単数名詞なら「何でもいいから 1つ」となる場合
Take any book you like. （OALD 6th）
 （ii） 複数名詞，あるいは数詞がついた複数名詞の場合
Pick out any six you like. （RHD）
（4） できる限りの
They’re going to need any help they can get. （LDCE 4th）
Take any amount you like. いくらでも好きなだけ取りなさい （N Proceed）
I’ll loan you any books you need. 本は必要なだけ貸してあげる（新英和中）
（5） どんな「悪い」ものでも（どんな「よい」ものでもというのも可能であろう）
Any advice （=Whatever advice） that you can give me would be greatly appreciated.）
「弱い意味の any」と「強い意味の any」とは，anyが‘no matter what/which’のような「強い」
意味を持つ場合と特にそのような強い意味を持たない場合についてである。前者が「強い意味
の any」，後者が「弱い意味の any」。この点を，Sahlin （1979）の Any I, II, IIIとの関係から検
討，考察した。Sahlinの Any IIIは，明らかに肯定文の場合で，no matter what / which等を意
味特徴とする「強い any」に相当している。Sahlinの Any I, Any IIは非肯定文での anyの意味
分類である。Any Iは不定冠詞的（indeﬁnite non-assertive article）で弱い数量的意味（a light 
quantitative sense）を特徴とし，Any IIは数量詞（quantiﬁer）であり，Any Iと比べてかなり
の強い意味（considerably more pronounced meaning）を持つ。上記の非肯定文の「弱い意味
の any」と「強い意味の any」はそれぞれ SahlinのAny I, Any IIに相当すると考えられる。だが，
Sahlinの Any Iは“any sort of”2の意味を有しており，この点において「弱い意味の any」と
は一見折り合いが悪い。しかし，この Any Iの“any sort of”の意味は「冠詞 aあるいはゼロ
冠詞（複数，不可算名詞）」と区別する重要な特徴ではないかと考えられる。「冠詞 a，ゼロ冠





というような no matter what / which等で表される意味を特徴としていない。図式化すると，
次のようになるであろう。
Sahlin （1979: 94）は，Any Iと「冠詞 a，ゼロ冠詞」の違いについてさらに次のように述べ
ている：
The main difference between Any I and the zero-form, however, is perhaps the quantitative 
one: while Any I has a lightly quantitative element, the zero-form has not ... Examples with 
any such as those below are more “concrete” than the corresponding examples with the 
zero-form and have such a light quantitative element. 
so I don’t think that any of them will have any difﬁculties in getting jobs in industry when 
they’ve ﬁnished.
The force of the author’s analysis （if indeed it has any force） can be felt by the reader, I 





































Random House Dictionaryにおいてやはり anyの肯定文の例，条件節の例が同じ定義項目の中
に記されている。
Random House Dictionary
1　one, a, an, or some; one or more without speciﬁcation or identiﬁcation:
　  If you have any witness, produce them.




肯定と否定での anyの意味類似性は，Webster’s New World Dictionary 4thと COD 8thの次
の定義と例文の比較に基づく。
Webster’s
1.  one, no matter which, of more than two [any pupil may answer]
COD 8th













3. 1. 3　肯定文における anyの種々の意味の共通性
「肯定文の種々の anyの意味」を田中（2009）で検討したが，これらはさらに整理でき，「種々
の」の中にある共通なものを見ることができると思われる。次節 3. 2で anyのコア的意味の仮
説を提唱した上でどう説明されるか示したい。
3. 1. 4　肯定，疑問・条件，否定における anyの意味の共通項
田中（2009）の「『弱い意味の any』と『強い意味の any』」の提案とそれに基づく考察は，
肯定，疑問・条件，否定すべてにわたる anyの意味の共通項を具体的に示してくれるように思
われる。非肯定文における「弱い意味の any」の Any Iは「冠詞 a，ゼロ冠詞」と類似してい
る。その区別は，そこで述べたように「冠詞 a，ゼロ冠詞」はカテゴリーを指し，「弱い意味
の any」Any Iはカテゴリーのメンバーを指すということである。Anyがメンバーを指すとい



























































Any child can do it. （Webster’s; Readers）
Any child would love that. （American Heritage）
Any dictionary [dictionaries] will do. （Wisdom）
Any bus that stops here goes to the station. （N Proceed）（＊周辺的意味が低い）
Any tea will do.（新英和中辞典）（＊物質名詞に対して）
［動詞の目的語に対して］
Save any foreign stamps for me.（新英和中辞典）












any fool knows that （COD 8th: whichever is chosen）






Any bed is better than none. （Genius）
Any place would be better than here. （E-Gate）
Any noise bothers my uncle. （Sahlin 1979: 22, 120）
比較の文がほとんどで，典型的には none, nothing, no～などとの比較対照による。
（A’）を（A）の下位分類と考えるのは別に問題がないと思われるが，さらにそれを支持
する（A）と（A’）の中間的な anyの用法もけっこう見受けられる。
I’m prepared to take any advice…（COBUILD 2nd）（＊どんな厳しい～）











「Any N （可算単数）」は必ずしも 1つとはならない。1つということがポイントというこ
とではない。かといって，結果的にも（A）のように「すべて」を意味するものではない。
You can take any box on the table. （E-Gate）




「Any N（可算複数）」の場合（例：You can take any boxes on the table），もちろん複数の
ものが意図されている。だが，allというわけではない。すべては文脈次第である。Anyが




has any amount of money （COD 8th）






Any minute/day/moment/time now （=Very soon） there’s going to be a massive quarrel 
between those two. （CIDE）








You may come （at） any time. （Wisdom）









Any child who attempts to escape is beaten. （LDCE 3rd）（＊どんなよい子でも）
Any advice （＝Whatever advice） that you can give me would be greatly appreciated. （CIDE）
Any doctor who did that should lose his license for good. （Wisdom）
田　中　　　実
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Any idiot （＝Every person） with a basic knowledge of French should be able to book a hotel 
room in Paris. （CIDE）
Read any books you ﬁnd on the subject. （RHD: every; all）
Buy any books you want. （Progressive）
I want to be in on any decisions that are taken concerning this. （Wisdom）




あったが，通常の「Any N」のところで示したのと同様の修正をした。「Any N」の Nが可
算単数名詞の場合でも単純に「1つ」を意味しない。以下の例文では出典元の訳も参考のた
め付してある。
You can read any book you like. 好きな本ならどれでも（1冊）読んでよい （Lexis）
Buy any book（s） you want. 欲しい本があったら何でも買いなさい（▶ any bookの場合は
「どの本でもいいから 1冊」という意味合いが強い）（Progressive）
Take any book you like. （OALD 6th） （Favorite）


















You may borrow any books you like.（新英和中辞典）
Choose any two books you want to read. （N Proceed）
ここでの anyの意味は，やはり基本に「任意」があり，時に「周辺」の意味が感じられる。
（F）できる限りの （as much as possible, as many as possible）
Take any amount you like. （N Proceed）













3. 2. 3. 2　非肯定文（疑問，否定，条件等）におけるこの anyのコア的意味の検証





Any （A）（弱い Any 疑問・条件）：単純に任意のものを取り上げる。「周辺性」を表す意味
はない。「いくらか，何か」というような意味になる。
Any （B）（弱い Any 否定）：単純にないという意味。「周辺性」を表す意味はほとんどなく，
任意のメンバーで間接的にその所属するカテゴリー，すなわち全体を否定する。直接否定す
るわけではない。このようなプロセスの違いは，同じ否定といっても意味合いの違いを生む。
また，非文を生むこともある。Nancy is not a student.は直接カテゴリー ‘student’に所属





Any （C）（強い Any 疑問・条件）：「少しでも」というような意味。
Any （D）（強い Any 否定）：「少しでも，ひとつも」というような意味。「弱い any （B）」に
おけるようなメンバーの所属するカテゴリーの単なる否定ではない。
「弱い Any （A），（B）」で anyが可算名詞に対して使用される場合には，通常複数形が用い
図 3：「弱い，強い Any」，「Any I, II, III」及び「冠詞 a，ゼロ冠詞」の関係
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Anyのコア的意味
られる。この any，つまり Any Iは Sahlinによると“lightly quantitative” （1979: 94）（弱い数
量的な意味）を特徴としている。否定に単数で用いると，「少しも，ひとつも」という読みに
なり「強い any」になる傾向がある。同じように，疑問，条件に単数で用いると，「少しでも」
という読みになり「強い any」になる傾向がある。Sahlinは，「強い Any （C），（D）」に可算名
詞の場合単数が多いことを次のように述べている。“Any II is most frequent with Sg Count （cf. 
4.2.1）. … This preponderance of Sg Count may be a reﬂex of the feature [＋ Individual]… .” 
（Sahlin 1997: 97） あくまでその傾向があるということで単数・複数で絶対決まるという機械的
なものではない。そこが難しいところである（cf. 田中 2007）。単数・複数は，解釈に影響を与
える重要な文脈のひとつだが，それだけで解釈が決まるわけではない。
「弱い Any （A），（B）」および「強い Any （C），（D）」の例：
（A）弱い any疑問，条件
Do you speak any foreign languages?... （COBUILD 2nd）
Are there any ladies in the audience?... （COBUILD 2nd）
Have you got any cheese I can have with this bread? （COBUILD 2nd） 
“She’s not a man, mister,” he said. “I am. If you’ve got any ideas.” （Sahlin 1979: 91）
If that’s any help （Sahlin 1979, p.91）
（B）弱い any否定
I never make any big decisions ... （COBUILD 2nd） 
I’m not making any promise ... （COBUILD 2nd）
We are doing this all without any support from the hospital... （COBUILD 2nd）
Earlier reports were unable to conﬁrm that there were any survivors…（COBUILD 2nd）
（C）強い any疑問，条件
Is there any milk? （Sahlin 1979: 97）（＊少しでも whatever quantity）
did you read any of the Táles （Sahlin 1979: 97）（＊代名詞用法であるが，ここの意味をよく
表している）
The Burmese appeared to have little knowledge of British power, or any idea of trade. （Sahlin 
1979: 21）
The closest scrutiny is owed to the Anglo-Saxon kennings and the Homeric epithets; if any 
























 1 このような someと anyの関係の捉え方，記載の仕方は，筆者も含め反対の立場を取るものもあるが
（Bolinger 1977, ピーターセン 2004），ピーターセンが言うほど日本の学校文法独特の特徴ではない。
Some, anyの詳細な研究をしている Sahlin （1979）もそのような解釈をしているし，最近の認知言語
学テキスト Radden & Dirven （2007）も「学校英文法」と同じ捉え方をしている。
 2 Sahlin （1979） の Any Iの “any sort of” この特徴表現の妥当性については検討を要すると思われる。
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Anyのコア的意味
 3 関係しあう別々な意味が一つになって語彙を形成している多義のパターンには，family resemblance 
（Rosch and Mervis 1975），radial structure （Lakoff 1987）がある。その違いについては，田中（1996）
を参照。
 4 Sahlinは “a high point on a scale” （Sahlin 1979: 122）と述べている。
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